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新たな目標設定について（案）

制限区域内における自動運転実装の実現は、2025.12までの導入という目標設定により、
関係者が連携して取り組むことができた先進的事例であり、今後、各空港で取りまとめる
行動計画に基づく実装を実現するために、新たな目標を設定する。

目標設定の考え方

• 空港内制限区域における自動運転車両の実装拡大や導入台数
の増加を推進するため、2030年までに自動運転車両と航空機
と交差する経路（サービスレーン等）の走行を実現する

SL等走行の実現1

• 2030年までに空港制限区域内における自動運転バスの実装を
可能とする自動運転バスの実装2

搬送業務における生産性の向上（人員数、所要工数など）

そのために

自動運転車両の実装拡大（空港数、車両台数、車種、走行エリアなど）

実装課題（技術・ルール）の解決

そのために

技術検討
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ロードマップのイメージ
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自動運転トーイングトラクターの航空機と交差する経路の走行及び自動運転バスの実装は、
安全確保を大前提に、技術面・運用面の課題検討及びインフラ・車両整備等に必要な期間
を考慮し、2030年までの実現※を目指す

自動運転車両と
航空機と交差する
経路（サービス
レーン等）の走行
を実現

自動運転バス
の実装を実現

※各活動の所要期間は今後検討を通じて具体化されるため、短縮可能な場合は目標前倒しも検討

実装拡大の取組

R8d (2026) R9d (2027) R10d (2028) R11d (2029) R12d (2030)

インフラ整備
FMS連接・試験調整
インフラ整備
FMS連接・試験調整

共通インフラ
設計
共通インフラ
設計

実証実験②
（解決技術）
実証実験②
（解決技術）

技術的解決方法
検討
技術的解決方法
検討

実証実験①
（基礎データ）
実証実験①
（基礎データ）

技術課題抽出
検証手法等検討
技術課題抽出
検証手法等検討

ルールの検討・改定作業ルールの検討・改定作業

試験調整試験調整車両調達車両調達車両仕様検討車両仕様検討技術動向調査技術動向調査

ルールの検討・改定作業ルールの検討・改定作業

実装課題解決策
検討
実装課題解決策
検討導入課題抽出導入課題抽出

運用改定に伴う
空港間調整
運用改定に伴う
空港間調整現行運用調査現行運用調査

空港別課題解決等による導入展開・Fast Travel補助によるTT車増加 等空港別課題解決等による導入展開・Fast Travel補助によるTT車増加 等

R13d~(2031~)

SL走行実現

バス実装（想定）

走行エリア拡大
車種・台数増加
走行エリア拡大
車種・台数増加

・走行エリアが
飛躍的に拡大

・輸送能力の拡大
・車種の増加

実現により
導入拡大が
加速する


